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令和５年　第４回山形村議会定例会令和５年　第４回山形村議会定例会
　令和５年 第４回山形村議会定例会が11月30日開会し、12月14日まで15日間開催された。陳情１件、専決処分承認2件、条例の一
部改正６件、令和５年度補正予算８件など議案16件を審議し、全議案を可決した。
　一般質問は12月６日に８人が登壇し、村政全般について質問を行なった。

委託料
１千550万9千円

工事請負費
263万９千円

扶助費
１千66万３千円

負担金、補助及び交付金
108万１千円
操出金

４千225万２千円

企画費　ふるさと応援寄付金支援委託料ほか　186万４千円
戸籍住民基本台帳費　戸籍のふりがなが必須となったためのシステム改修　933万８千円
保育園費　保育士派遣業務委託料　133万円
道路維持費　除雪委託料ほか　297万７千円
道路維持費　道路舗装補修整備等工事　175万９千円
消防施設費　防火水槽解体工事　88万円
老人福祉費　老人保護措置扶助費　60万円
医療給付費　子ども医療扶助費　65万円
児童福祉総務費　障害児通所給付費　941万３千円

農業振興費　凍霜害被害支援事業　108万１千円

国民健康保険費　国民健康保険特別会計操出金　４千10万円
高齢者保健費　後期高齢者医療特別会計操出金　215万２千円

令和 5 年度一般会計補正予算（第 7 号）の主な事業 

議案第54号　山形村国民健康保険税条例の一部を改正する条例については可決されましたが、賛否が分かれたので審査結
果を報告します。なお、関連する議案第57号　令和５年度山形村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）も併せて記載
します。
　

【議案第54号の反対討論　大池俊子議員】
第１条は産前産後期間の国民健康保険料を減免する制度で賛成です。しかし、第２条の一部改正では、課題であった
資産割額が無くなり所得割額に一本化されるなど、税の公平化などの確保がされた点は評価できますが、応益割額は
ほとんどの村民は増税となります。現在も、保険税滞納者の短期保険証は21世帯に発行されています。医療を受け
られず重篤化する事例もあり、山形村国民健康保険税の値上げには反対します。

　

　
【議案第57号の賛成討論　大池俊子議員】
一般会計からの法定外繰り入れ４千万円は、当面値上げをせずに赤字を賄うことで、大いに評価します。この先も、
国民健康保険税の値上げをしない方法を検討して欲しいと思い、この補正予算は賛成します。

　
その他の可決した議案
陳情（私立学校に対する公費助成をお願いする陳情書）、令和５年度補正予算（議案第51号～第53号）、議案第46号（松本
広域連合の処理する事務の変更及び松本広域連合規約の変更について）、議案第55号（山形村公共下水道整備推進基金の
設備、管理及び処分に関する条例を廃止する条例について）

承認第８号

承認第９号

議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号

議案第56号

議案第58号
議案第59号

議案第60号

議案第61号

議 案 内 容
山形村保育園施設等重大事故検証委員会設置条例制定の専決処分の承認を求めることについて
令和５年度山形村一般会計補正予算（第５号）の専決処分の承認を求めることについて
　※検証委員会委員報酬及び保育園不要物品の処分費など
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について
特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
山形村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
令和５年度山形村一般会計補正予算（第７号）
　※歳入歳出それぞれに７千937万９千円を追加し、総額を40億５千498万２千円とするもの
　　（主な事業は別記）
令和５年度山形村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和５年度山形村介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和５年度山形村清水高原簡易水道事業会計補正予算（第３号）
　※落雷によるテレメーター装置故障に係る損害保険金
山形村手数料徴収条例の一部を改正する条例について
　※戸籍法の一部を改正する法律の改正により、令和６年３月１日から戸籍謄本が本籍地以外の役
　　所でも取得可能となることに伴い、条例の一部を改正するもの
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全員賛成で可決・承認された議案の審議結果

賛否が分かれた議案と審査結果
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　大月民夫議員を選任
公平・公正を基盤に
　　　　　透明性のある議会づくり
公平・公正を基盤に
　　　　　透明性のある議会づくり

大月民夫新議長

　私ども議会には、多様な民意を吸収し、それを集約し、自治体の意思決定を行なう役割が託さ
れております。多くの皆さんに、議会の中身を知り、議会に興味を持ってもらうことを主眼とし
た「議会改革」が始動しております。
　その一端をご報告申し上げ、居心地の良い村づくりへの更なるお力添えをお願いしたいと思い
ます。

○議会モニター制度
　議会の活動状況等について、広く住民から意見や感想・提言を求め、住民により開かれた議
会、身近な議会とするために設置しました。複数人のモニターさんより、一般質問の論議に対
し、新たな視点でのご意見がたくさん寄せられています。
○一般質問のYouTube配信開始

　これまで、一般質問の中身を知る機会は、傍聴や、生中継もしくは録画放映だけでしたが、
興味のあるテーマだけでも選定して視聴可能なYouTube 配信を開始しました。
○議員との交流会

　“「ずく」出して村づくり”と銘打って、村民の皆さんと議会議員との交流会を開催し、積極
的なご意見をお聞きできる機会となり、感謝しています。

　まだまだ、議会改革は道半ばでありますが、透明性のある議会運営を行なってまいります。多
様なご意見・ご提言をお待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　（議長　大月民夫）

（写真提供　市民タイムス）

議
会
運
営
委
員
の
選
任

　
百
瀬
前
議
長
の
ご
逝
去
に
よ
り
、
議
員
は
11
名
と
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
の
大
月
委
員
長
が
新
議
長
に
就
任

し
ま
し
た
の
で
、
議
会
運
営
委
員
に
大
池
俊
子
議
員
を

選
任
し
、
次
の
と
お
り
の
構
成
で
再
出
発
し
ま
す
。

　　
委
員
長
　
　
三
澤
　
一
男
　

議
員
（
前
副
委
員
長
）

　
副
委
員
長
　
　
大
池
　
俊
子
　

議
員

　
委
　
　
員
　
　
竹
野
入
恒
夫
　

議
員

　
委
　
　
員
　
　
春
日
　
　
仁
　

議
員
　

　　
ま
た
、
松
本
広
域
連
合
議
会
議
員
、
松
塩
地
区
広
域

施
設
組
合
議
会
議
員
、
安
曇
野
松
筑
広
域
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員
、
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
議
会
議
員

は
、
従
来
ど
お
り
新
議
長
が
兼
ね
、
松
本
市
・
山
形

村
・
朝
日
村
中
学
校
組
合
立
議
会
議
員
は
、
組
合
規
約

第
７
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
12
月
26
日
に
補
欠
選

挙
を
行
な
い
上
條
倫
司
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。 

2３



令和５年　第４回山形村議会定例会令和５年　第４回山形村議会定例会
　令和５年 第４回山形村議会定例会が11月30日開会し、12月14日まで15日間開催された。陳情１件、専決処分承認2件、条例の一
部改正６件、令和５年度補正予算８件など議案16件を審議し、全議案を可決した。
　一般質問は12月６日に８人が登壇し、村政全般について質問を行なった。

委託料
１千550万9千円

工事請負費
263万９千円

扶助費
１千66万３千円

負担金、補助及び交付金
108万１千円
操出金

４千225万２千円

企画費　ふるさと応援寄付金支援委託料ほか　186万４千円
戸籍住民基本台帳費　戸籍のふりがなが必須となったためのシステム改修　933万８千円
保育園費　保育士派遣業務委託料　133万円
道路維持費　除雪委託料ほか　297万７千円
道路維持費　道路舗装補修整備等工事　175万９千円
消防施設費　防火水槽解体工事　88万円
老人福祉費　老人保護措置扶助費　60万円
医療給付費　子ども医療扶助費　65万円
児童福祉総務費　障害児通所給付費　941万３千円

農業振興費　凍霜害被害支援事業　108万１千円

国民健康保険費　国民健康保険特別会計操出金　４千10万円
高齢者保健費　後期高齢者医療特別会計操出金　215万２千円

令和 5 年度一般会計補正予算（第 7 号）の主な事業 

議案第54号　山形村国民健康保険税条例の一部を改正する条例については可決されましたが、賛否が分かれたので審査結
果を報告します。なお、関連する議案第57号　令和５年度山形村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）も併せて記載
します。
　

【議案第54号の反対討論　大池俊子議員】
第１条は産前産後期間の国民健康保険料を減免する制度で賛成です。しかし、第２条の一部改正では、課題であった
資産割額が無くなり所得割額に一本化されるなど、税の公平化などの確保がされた点は評価できますが、応益割額は
ほとんどの村民は増税となります。現在も、保険税滞納者の短期保険証は21世帯に発行されています。医療を受け
られず重篤化する事例もあり、山形村国民健康保険税の値上げには反対します。

　

　
【議案第57号の賛成討論　大池俊子議員】
一般会計からの法定外繰り入れ４千万円は、当面値上げをせずに赤字を賄うことで、大いに評価します。この先も、
国民健康保険税の値上げをしない方法を検討して欲しいと思い、この補正予算は賛成します。

　
その他の可決した議案
陳情（私立学校に対する公費助成をお願いする陳情書）、令和５年度補正予算（議案第51号～第53号）、議案第46号（松本
広域連合の処理する事務の変更及び松本広域連合規約の変更について）、議案第55号（山形村公共下水道整備推進基金の
設備、管理及び処分に関する条例を廃止する条例について）

承認第８号

承認第９号

議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号

議案第56号

議案第58号
議案第59号

議案第60号

議案第61号

議 案 内 容
山形村保育園施設等重大事故検証委員会設置条例制定の専決処分の承認を求めることについて
令和５年度山形村一般会計補正予算（第５号）の専決処分の承認を求めることについて
　※検証委員会委員報酬及び保育園不要物品の処分費など
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について
特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
山形村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
令和５年度山形村一般会計補正予算（第７号）
　※歳入歳出それぞれに７千937万９千円を追加し、総額を40億５千498万２千円とするもの
　　（主な事業は別記）
令和５年度山形村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和５年度山形村介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和５年度山形村清水高原簡易水道事業会計補正予算（第３号）
　※落雷によるテレメーター装置故障に係る損害保険金
山形村手数料徴収条例の一部を改正する条例について
　※戸籍法の一部を改正する法律の改正により、令和６年３月１日から戸籍謄本が本籍地以外の役
　　所でも取得可能となることに伴い、条例の一部を改正するもの

結果
承認

承認

可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決

可決

可決

全員賛成で可決・承認された議案の審議結果

賛否が分かれた議案と審査結果

各議員の賛否

〇　賛成

議員名

件名・結果

議案第54号　賛成多数

議案第57号　全員賛成
×　反対

小
出
　
敏
裕
　
○
　
○

竹
野
入
恒
夫
　
○
　
○

百
瀬
　
昇
一
　
○
　
○

小
林
　
幸
司
　
○
　
○

福
澤
　
倫
治
　
○
　
○

春
日
　
　
仁
　
○
　
○

大
月
　
民
夫
　
○
　
○

三
澤
　
一
男
　
○
　
○

上
條
　
倫
司
　
○
　
○

大
池
　
俊
子
　×

　
○

　

新議長に
　大月民夫議員を選任
新議長に
　大月民夫議員を選任
新議長に
　大月民夫議員を選任
公平・公正を基盤に
　　　　　透明性のある議会づくり
公平・公正を基盤に
　　　　　透明性のある議会づくり

大月民夫新議長

　私ども議会には、多様な民意を吸収し、それを集約し、自治体の意思決定を行なう役割が託さ
れております。多くの皆さんに、議会の中身を知り、議会に興味を持ってもらうことを主眼とし
た「議会改革」が始動しております。
　その一端をご報告申し上げ、居心地の良い村づくりへの更なるお力添えをお願いしたいと思い
ます。

○議会モニター制度
　議会の活動状況等について、広く住民から意見や感想・提言を求め、住民により開かれた議
会、身近な議会とするために設置しました。複数人のモニターさんより、一般質問の論議に対
し、新たな視点でのご意見がたくさん寄せられています。
○一般質問のYouTube配信開始

　これまで、一般質問の中身を知る機会は、傍聴や、生中継もしくは録画放映だけでしたが、
興味のあるテーマだけでも選定して視聴可能なYouTube 配信を開始しました。
○議員との交流会

　“「ずく」出して村づくり”と銘打って、村民の皆さんと議会議員との交流会を開催し、積極
的なご意見をお聞きできる機会となり、感謝しています。

　まだまだ、議会改革は道半ばでありますが、透明性のある議会運営を行なってまいります。多
様なご意見・ご提言をお待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　（議長　大月民夫）

（写真提供　市民タイムス）

議
会
運
営
委
員
の
選
任

　
百
瀬
前
議
長
の
ご
逝
去
に
よ
り
、
議
員
は
11
名
と
な

り
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
の
大
月
委
員
長
が
新
議
長
に
就
任

し
ま
し
た
の
で
、
議
会
運
営
委
員
に
大
池
俊
子
議
員
を

選
任
し
、
次
の
と
お
り
の
構
成
で
再
出
発
し
ま
す
。

　　
委
員
長
　
　
三
澤
　
一
男
　

議
員
（
前
副
委
員
長
）

　
副
委
員
長
　
　
大
池
　
俊
子
　

議
員

　
委
　
　
員
　
　
竹
野
入
恒
夫
　

議
員

　
委
　
　
員
　
　
春
日
　
　
仁
　

議
員
　

　　
ま
た
、
松
本
広
域
連
合
議
会
議
員
、
松
塩
地
区
広
域

施
設
組
合
議
会
議
員
、
安
曇
野
松
筑
広
域
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員
、
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
議
会
議
員

は
、
従
来
ど
お
り
新
議
長
が
兼
ね
、
松
本
市
・
山
形

村
・
朝
日
村
中
学
校
組
合
立
議
会
議
員
は
、
組
合
規
約

第
７
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
12
月
26
日
に
補
欠
選

挙
を
行
な
い
上
條
倫
司
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。 
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４５

　
　
　
令
和
３
年
度
か
ら
の

　
　
不
登
校
児
童
数
は
。

　
　
　
令
和
３
年
度
７
人
、

　
　
４
年
度
11
人
、
５
年
度

は
10
月
末
で
８
人
と
な
っ
て

い
る
。
学
校
に
な
じ
め
な
い
児
童
は
、
相
当
数
い
る

も
の
と
思
う
。

　
　
　
不
登
校
に
至
っ
た
要
因
は
。

　　
　
　
一
つ
の
要
因
だ
け
で
な
く
、
学
校
・
家
庭
・

　
　
本
人
に
係
る
、
い
く
つ
か
が
重
な
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。

　
　
　
不
登
校
児
童
の
居
場
所
は
。

　　
　
　
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
や
、
他
の
自
治
体
の

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
児
童
も

い
る
。
半
数
ほ
ど
の
児
童
は
、
家
庭
の
中
で
過
ご
し

て
い
る
。

アルピコ交通広丘駅直行便

　
　
　
村
は
、文
部
科
学
省
が
公
表
し
た「C

O
C
O
LO

　
　
（
こ
こ
ろ
）
プ
ラ
ン
」
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　
　
　
児
童
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
「
の
び
の
び
教

　
　
室
」、
他
の
自
治
体
と
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
利

用
の
協
定
締
結
、
子
ど
も
達
の
心
や
体
調
変
化
の
観

察
、
多
様
な
学
び
の
場
や
居
場
所
の
確
保
な
ど
を
行

な
っ
て
い
る
。

　
学
校
内
で
は
、
職
員
間
で
情
報
を
共
有
し
、
組
織

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

校
内
だ
け
で
対
応
が
困
難

な
場
合
は
、
子
育
て
支
援

課
を
始
め
と
す
る
関
係
機

関
と
も
連
携
し
、
児
童
や

保
護
者
を
含
め
た
支
援
を

行
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
行
政
窓
口
サ

ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
広
丘
駅
行
き
の
バ
ス

　
　
は
、
帰
り
の
便
も
運
行

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
利
用
者
の
帰
宅
時
間

　
　
は
様
々
で
、
す
べ
て
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
財
政
面
か

ら
の
効
率
性
も
熟
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が
、
困
難
な

　
　
高
齢
者
が
増
え
る
な
か
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

（
ド
ア
to
ド
ア
）
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保
は
、
大
き
な
課
題

　
　
で
あ
る
。
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
は
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
の
導
入
も
有
望
な
選
択
肢
と
認
識
し
て
い

る
。
運
行
経
費
な
ど
財
政
面
の
課
題
は
あ
る
が
、
公

共
交
通
を
ど
の
よ
う
に
運
行
し
て
い
く
か
は
、
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
保
健
福
祉
課
管
轄
の
福
祉
バ
ス
と
、
企
画
振

　
　
興
課
管
轄
の
広
丘
駅
行
き
バ
ス
と
を
、
一
体
的

か
つ
効
率
よ
く
運
行
計
画
を
策
定
で
き
な
い
か
。

　
　
　
「
山
形
村
公
共
交

　
　
通
活
性
化
委
員
会
」

が
、
村
の
公
共
交
通
の
あ

り
方
を
協
議
す
る
場
に
な

っ
て
お
り
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
努
め
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
役
場
窓
口
で

の
各
種
手
続
き
の
際
の
負

担
や
移
動
の
軽
減
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

山形小学校

小出敏裕議員

児
童
や
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
な
う

村長山
形
村
に
お
け
る
不
登
校
児
童
対
策
は

新居禎三議員

検
討
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る

村長公
共
交
通
を
効
率
的
に
運
行
で
き
な
い
か

　
　
　
大
型
滑
り
台
で
事
故

　
　
が
発
生
し
た
。
け
が
を

し
た
園
児
は
、
祖
母
が
松
本

市
立
病
院
へ
連
れ
て
行
き
、

そ
の
後
県
立
子
ど
も
病
院
に

入
院
と
な
っ
た
。
事
故
が
起
き
た
時
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
。

　
　
　
４
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ

　
　
て
見
直
し
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
事

故
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
の
対
応
が
で
き
な
か

　
　
　
現
在
の
基
金
の
状
況

　
　
と
基
金
残
高
は
ど
の
位

が
妥
当
か
。

　
　
　
令
和
４
年
度
末
の
基

　
　
金
現
在
高
は
、
約
１
億

３
千
万
円
。
基
金
は
、
年
間
の
保
険
料
収
入
額
の
20

％
か
ら
30
％
ほ
ど
が
妥
当
と
思
う
（
参
考
・
令
和
４

年
度
の
保
険
料
予
算
額
１
億
７
千
210
万
７
千
円
）。

　
　
　
第
８
期
「
令
和
３
・
４
年
度
」
の
介
護
保
険

　
　
計
画
値
と
実
績
値
（
給
付
費
）
は
。

　
　
　
３
年
度
は
計
画
値
が
６
億
５
千
700
万
円
、
実

　
　
績
値
は
５
億
８
千
万
円
。
４
年
度
は
計
画
値
が

６
億
７
千
300
万
円
、
実
績
値
は
５
億
４
千
600
万
円
で

あ
る
。

　
　
　
滞
納
者
・
不
納
欠
損
者
に
対
す
る
制
度
上
の

　
　
考
え
は
。

　
　
　
滞
納
者
・
不
納
欠
損
者
か
ら
介
護
制
度
の
利

　
　
用
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
未
納
に
な
っ
て
い

る
期
間
に
応
じ
て
、
利
用
者
負
担
率
の
引
き
上
げ
や
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
が
制
度
上
で
は
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き
終
了

　
　
者
は
、
５
月
28
日
時
点
で
78
・
04
％
だ
が
、
そ

の
後
の
状
況
は
。

　
　
　
11
月
19
日
現
在
で
79
・
５
％
。
ま
た
、
カ
ー

　
　
ド
の
返
納
者
は
７
件
あ
っ
た
。

　
　
　
山
形
村
複
合
施
設
整
備
推
進
委
員
会
の
今
後

　
　
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　
　
　
令
和
６
年

　
　
度
に
基
本
計

画
・
実
施
計
画
を

行
な
い
、
令
和
７

年
度
に
は
建
設
に

着
手
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

 

っ
た
。

　
　
　
「
山
形
村
保
育
施
設
等
重
大
事
故
検
証
委
員

　
　
会
」
が
発
足
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
や
検
証
の
内

容
と
今
後
の
日
程
は
。

　
　
　
検
討
委
員
会
は
、
弁
護
士
、
医
師
、
保
育
関

　
　
係
者
、
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
、
事
故
の
発

生
原
因
や
再
発
防
止
策
の
検
証
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
12
月
下
旬
に
２
回
目
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
　
山
形
保
育
園
と
い
う
、
村
の
責
任
の
下
に
あ

　
　
る
場
所
で
の
事
故
を
、
村
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
検
証
委
員
会
の
結
果
を
受
け
て
、
再
発
防
止

　
　
に
向
け
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、
園
長
の
正
規
採
用
、「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
及
び
「
子
ど
も
達
の
居
場
所
」
の
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

いちいの里保育園の滑り台

大池俊子議員 福澤倫治議員

事
故
検
証
委
員
会
の
結
果
を
受
け
対
応
し
た
い

村長山
形
保
育
園
で
の
大
け
が
事
故
、マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
う
生
か
さ
れ
た
か

介
護
保
険
料
は
、１
期
３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

１
人
当
た
り
の
費
用
を
算
出
し
、保
険
料
額
を
決
定
し
て
い
る

村 長 山
形
村
介
護
保
険
事
業
の
状
況
は

ＱA ＱA

ＱA

ＱA A

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A Ｑ A Ｑ

A AＱＱA ＱA Ｑ

A Ｑ

Ｑ AA

議

　
　案
　

○
令
和
５
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
７
千
169
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
41
億
２
千
667
万
７
千
円
と
す
る
も
の

令
和
５
年
　第
１
回
山
形
村
議
会
臨
時
会
（
12
月
26
日
開
催
）

令
和
５
年
　第
１
回
山
形
村
議
会
臨
時
会
（
12
月
26
日
開
催
）

補
正
予
算
の
事
業
内
容

民 

生 

費

○
子
育
て
世
帯
特
別
支
援
臨
時
給
付
金
と
し
て
、
０
歳

か
ら
18
歳
以
下
の
千
四
百
五
十
人
に
２
万
円
を
給
付

す
る
。

○
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
と
し
て
、
基
準
日
に
お

い
て
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
六
百
世
帯
に
７
万

円
を
給
付
す
る
。

　
一
般
質
問
は
12
月
６
日
に
議
員
８
人
が
登
壇
、
質
問
時
間
は
60
分
と
し
て
、
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
な
っ
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
８
人
が

村

政

を

問

う
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の
各
種
手
続
き
の
際
の
負

担
や
移
動
の
軽
減
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

山形小学校

小出敏裕議員

児
童
や
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
な
う

村長山
形
村
に
お
け
る
不
登
校
児
童
対
策
は

新居禎三議員

検
討
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る

村長公
共
交
通
を
効
率
的
に
運
行
で
き
な
い
か

　
　
　
大
型
滑
り
台
で
事
故

　
　
が
発
生
し
た
。
け
が
を

し
た
園
児
は
、
祖
母
が
松
本

市
立
病
院
へ
連
れ
て
行
き
、

そ
の
後
県
立
子
ど
も
病
院
に

入
院
と
な
っ
た
。
事
故
が
起
き
た
時
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
。

　
　
　
４
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ

　
　
て
見
直
し
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
事

故
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
の
対
応
が
で
き
な
か

　
　
　
現
在
の
基
金
の
状
況

　
　
と
基
金
残
高
は
ど
の
位

が
妥
当
か
。

　
　
　
令
和
４
年
度
末
の
基

　
　
金
現
在
高
は
、
約
１
億

３
千
万
円
。
基
金
は
、
年
間
の
保
険
料
収
入
額
の
20

％
か
ら
30
％
ほ
ど
が
妥
当
と
思
う
（
参
考
・
令
和
４

年
度
の
保
険
料
予
算
額
１
億
７
千
210
万
７
千
円
）。

　
　
　
第
８
期
「
令
和
３
・
４
年
度
」
の
介
護
保
険

　
　
計
画
値
と
実
績
値
（
給
付
費
）
は
。

　
　
　
３
年
度
は
計
画
値
が
６
億
５
千
700
万
円
、
実

　
　
績
値
は
５
億
８
千
万
円
。
４
年
度
は
計
画
値
が

６
億
７
千
300
万
円
、
実
績
値
は
５
億
４
千
600
万
円
で

あ
る
。

　
　
　
滞
納
者
・
不
納
欠
損
者
に
対
す
る
制
度
上
の

　
　
考
え
は
。

　
　
　
滞
納
者
・
不
納
欠
損
者
か
ら
介
護
制
度
の
利

　
　
用
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
未
納
に
な
っ
て
い

る
期
間
に
応
じ
て
、
利
用
者
負
担
率
の
引
き
上
げ
や
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
が
制
度
上
で
は
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き
終
了

　
　
者
は
、
５
月
28
日
時
点
で
78
・
04
％
だ
が
、
そ

の
後
の
状
況
は
。

　
　
　
11
月
19
日
現
在
で
79
・
５
％
。
ま
た
、
カ
ー

　
　
ド
の
返
納
者
は
７
件
あ
っ
た
。

　
　
　
山
形
村
複
合
施
設
整
備
推
進
委
員
会
の
今
後

　
　
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　
　
　
令
和
６
年

　
　
度
に
基
本
計

画
・
実
施
計
画
を

行
な
い
、
令
和
７

年
度
に
は
建
設
に

着
手
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

 

っ
た
。

　
　
　
「
山
形
村
保
育
施
設
等
重
大
事
故
検
証
委
員

　
　
会
」
が
発
足
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
や
検
証
の
内

容
と
今
後
の
日
程
は
。

　
　
　
検
討
委
員
会
は
、
弁
護
士
、
医
師
、
保
育
関

　
　
係
者
、
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
、
事
故
の
発

生
原
因
や
再
発
防
止
策
の
検
証
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
12
月
下
旬
に
２
回
目
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
　
山
形
保
育
園
と
い
う
、
村
の
責
任
の
下
に
あ

　
　
る
場
所
で
の
事
故
を
、
村
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
検
証
委
員
会
の
結
果
を
受
け
て
、
再
発
防
止

　
　
に
向
け
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、
園
長
の
正
規
採
用
、「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
及
び
「
子
ど
も
達
の
居
場
所
」
の
状
況
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

いちいの里保育園の滑り台

大池俊子議員 福澤倫治議員

事
故
検
証
委
員
会
の
結
果
を
受
け
対
応
し
た
い

村長山
形
保
育
園
で
の
大
け
が
事
故
、マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
う
生
か
さ
れ
た
か

介
護
保
険
料
は
、１
期
３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

１
人
当
た
り
の
費
用
を
算
出
し
、保
険
料
額
を
決
定
し
て
い
る

村 長 山
形
村
介
護
保
険
事
業
の
状
況
は

ＱA ＱA

ＱA

ＱA A

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A Ｑ A Ｑ

A AＱＱA ＱA Ｑ

A Ｑ

Ｑ AA

議

　
　案
　

○
令
和
５
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
７
千
169
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
41
億
２
千
667
万
７
千
円
と
す
る
も
の

令
和
５
年
　第
１
回
山
形
村
議
会
臨
時
会
（
12
月
26
日
開
催
）

令
和
５
年
　第
１
回
山
形
村
議
会
臨
時
会
（
12
月
26
日
開
催
）

補
正
予
算
の
事
業
内
容

民 

生 

費

○
子
育
て
世
帯
特
別
支
援
臨
時
給
付
金
と
し
て
、
０
歳

か
ら
18
歳
以
下
の
千
四
百
五
十
人
に
２
万
円
を
給
付

す
る
。

○
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
と
し
て
、
基
準
日
に
お

い
て
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
六
百
世
帯
に
７
万

円
を
給
付
す
る
。

　
一
般
質
問
は
12
月
６
日
に
議
員
８
人
が
登
壇
、
質
問
時
間
は
60
分
と
し
て
、
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
な
っ
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
８
人
が

村

政

を

問

う



６７

　
　
　
松
枯
れ
木
の
確
認
は
、

　
　
誰
が
行
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
以
前
は
、
役
場
職
員

　
　
に
よ
る
調
査
を
行
な
っ

て
い
た
。
昨
年
度
か
ら
は
、
よ
り
き
め
細
か
に
対
応

す
る
た
め
、
松
本
広
域
森
林
組
合
に
業
務
を
委
託
し

て
い
る
。
調
査
は
、
遠
方
か
ら
の
目
視
、
住
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
情
報
も
調
査
員
に
伝
え
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
年
度
別
の
伐
採
数
と
処
理
方
法
は
。

　
　
　
令
和
元
年
度
が
32
本
、
令
和
２
年
度
が
72
本
、

　
　
令
和
３
年
度
34
本
、
令
和
４
年
度
は
72
本
、
今

年
度
は
112
㎥
の
予
定
で
あ
る
。
処
理
方
法
は
、
玉
切

り
し
た
幹
と
枝
を
ま
と
め
て
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
く

ん
蒸
処
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
で
は
、
５
月
末
ま
で

　
　
に
く
ん
蒸
処
理
を
厳
守
と
あ
る
。
今
年
度
は
時

期
が
守
ら
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。
 

　
　
　
被
害
対
策
に
は
、
県
補
助
金
を
活
用
し
て
い

　
　
る
が
、
林
務
関
係
の
補
助
金
が
今
年
度
か
ら
一

本
化
さ
れ
た
。
今
年
度
は
そ
の
影
響
で
、
県
の
事
業

着
手
許
可
が
例
年
と
比
べ
て
遅
れ
、
着
手
が
６
月
か

ら
と
な
っ
た
。

　
　
　
村
で
は
、
松
枯
れ
の
本
数
が
増
え
て
い
る
が
、

　
　
そ
の
原
因
は
何
か
。

　
　
　
長
野
県
は
こ
こ
数
年
、
被
害
量
が
全
国
１
位

　
　
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
松
本
地
域
は
被

害
量
の
半
分
を
占

め
て
い
る
。
以
前

は
、
標
高
800
ｍ
以

上
に
は
発
生
が
見

ら
れ
な
い
と
い
っ

た
話
も
あ
っ
た
が
、

最
近
は
そ
れ
以
上

の
標
高
で
も
見
ら

れ
、
気
候
の
温
暖

化
な
ど
も
影
響
し

て
い
る
。

　
　
　
各
種
募
金
や
寄
付
金

　
　
な
ど
の
納
金
や
協
力
要

請
は
、
多
年
に
わ
た
り
連
絡

班
組
織
に
委
任
す
る
形
態
が

続
い
て
い
た
。
本
年
よ
り
、

個
人
単
位
で
の
判
断
に
よ
る
方
法
に
舵
を
切
っ
た
が
、

本
年
度
の
納
金
集
計
結
果
は
。

　
　
　
予
想
は
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
募
金
・

　
　
会
費
な
ど
は
大
き
く
減
収
と
な
っ
た
。

　
　
　
納
金
集
計
結
果
を
伺
う
。

大月民夫議員

　
　
　
共
同
募
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
近
年
集
金
方

　
　
法
に
関
わ
る
問
題
点
が
、
新
聞
等
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
自
治
会
に

集
め
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
自

ら
協
力
者
を
募
り
、
自
発
的
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ベ
ー
ス
で
行
な
う
こ
と
を
目
指
す
べ
き
と
思
う
。

自
治
会
を
使
っ
て
の
募
金
等
は
、
個
人
の
思
想
信
条

の
自
由
を
抑
圧
す
る
要
素
が
あ
り
、
違
法
だ
と
す
る

判
決
も
出
て
い
る
。

　
　
　
支
え
合
い
活
動
の
根
幹
と
も
い
え
る
募
金
・

　
　
寄
付
活
動
が
、
気
持
ち
よ
く
小
規
模
で
も
活
発

に
推
進
で
き
る
方
法
は
。

　
　
　
社
会
全
体
の
意
識
改
革
も
必
要
だ
が
、
強
制

　
　
に
な
ら
な
い
自
主
的
な
寄
付
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

に
お
い
て
も
、
現
状
を
よ
く
理
解
し
た
発
信
を
お
願

い
し
、
方
法
は
十
分
協
議
を
願
い
た
い
。

　
そ
の
他
、
自

衛
官
募
集
対
象

者
情
報
提
供
の

対
応
実
態
と
今

後
の
展
望
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

伐採木のくん蒸処理

赤い羽根共同募金

強
制
に
な
ら
な
い
、自
主
的
な
寄
付
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

村長個
人
判
断
に
よ
る「
募
金・寄
付
金
」等
納
入
方
法
の
検
証
は

上條倫司議員

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、被
害
対
策
を
行
な
っ
て
い
る

村長山
形
村
の
山
は
松
枯
れ
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
か

　
　
　
村
職
員
の
育
成
に
あ

　
　
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

働
き
か
け
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
令
和
３
年
度
よ
り
組

　
　
織
活
性
化
の
た
め
に
、

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は

「
組
織
の
一
体
感
の
欠
如
」
や
「
心
理
的
安
全
性
」

「
や
り
が
い
の
乏
し
さ
」「
組
織
に
対
す
る
不
満
」

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
不
満
を
取
り
除
き

な
が
ら
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
明
る
く
風
通
し
の
良
い

職
場
に
し
た
い
。
村
の
第
６
次
総
合
計
画
に
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
や
ま
が
た
」
と
あ
る
と
お
り
、
職
員
採
用

に
あ
た
っ
て
は
、
何
事
に
も
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
気
概
が
あ
る
方
に
応
募
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
専
門
技
術
を
持
っ
た
職
員
の
採
用
や
、
固
定

　
　
職
な
ど
の
考
え
は
（
例
え
ば
土
木
技
術
者
な

ど
）。

　
　
　
当
村
の
よ
う
な
小
さ
な
自
治
体
で
は
、
限
ら

　
　
れ
た
職
員
数
の
中
で
専
門
性
を
極
め
る
よ
り
も
、

行
政
一
般
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
職
員
を
育
て
た
い
。

　
　
　
村
長
と
し
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
声
掛
け

　
　
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
行
政
は
、
課
や
係
が
組
織
と
し
て
仕
事
を
し

　
　
て
い
る
の
で
、
村
長
自
ら
声
を
掛
け
る
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　
　
　
事
故
発
生
時
の
対
応

　
　
は
適
切
だ
っ
た
か
。

　
　
　
適
切
な
対
応
が
で
き

　
　
て
い
な
い
部
分
も
あ
っ

た
。
事
故
後
、
新
た
に
２
つ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
園
内
で
共
有
し
実
践
し

て
い
る
。

　
　
　
事
故
発
生
時
の
見
守
り
の
配
置
と
、
マ
ニ
ュ

　
　
ア
ル
は
適
切
だ
っ
た
か
。

　
　
　
固
定
遊
具
に
は
保
育
士
を
必
ず
配
置
す
る
な

　
　
ど
の
ル
ー
ル
は
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
や
動
き
に
合
わ
せ
て
保
育
士
が
移
動
す
る
際
、
保

育
士
同
士
の
連
携
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
課

題
の
１
つ
だ
と
思
う
。

　
　
　
保
育
園
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
主
体
性
保

　
　
育
」
と
は
。

　
　
　
社
会
性
や
、
集
団
で
生
活
し
て
い
く
上
で
の

　
　
ル
―
ル
の
基
に
、
大
人
に
主
導
さ
れ
た
生
活
で

な
く
、
子
ど
も
自
ら
の
興
味
・
関
心
に
保
育
士
が
願

い
を
持
っ
て
寄
り
添
い
、
子
ど
も
自
身
が
主
人
公
と

な
る
生
活
を
営
む
こ
と
を
大
事
に
す
る
保
育
で
あ
る
。

一般
企
業
の
離
職
率
と
比
較
す
る
と
、そ
れ
程
多
い
と
は
思
わ
な
い

村長過
去
４
年
間
、村
職
員
の
退
職
者
数
は
14
名
だ
が
多
い
と
思
う
か

小林幸司議員

　
そ
の
他
、
複
合
施
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

　
　
　
保
育
士
・
職
員
の
人
員
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

　
　
て
い
る
の
か
。

　
　
　
正
規
の

　
　
保
育
士
13

名
、
任
用
職
員

の
保
育
士
24
名
、

派
遣
の
保
育
士

１
名
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス

は
、
国
の
配
置

基
準
を
満
た
し

て
い
る
。

マ
ニュア
ル
や
ル
ー
ル
の
再
確
認
を
行
な
っ
た

教育長山
形
保
育
園
事
故
防
止
の
た
め
の
改
善
は

春日　仁議員
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松
枯
れ
木
の
確
認
は
、

　
　
誰
が
行
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
以
前
は
、
役
場
職
員

　
　
に
よ
る
調
査
を
行
な
っ

て
い
た
。
昨
年
度
か
ら
は
、
よ
り
き
め
細
か
に
対
応

す
る
た
め
、
松
本
広
域
森
林
組
合
に
業
務
を
委
託
し

て
い
る
。
調
査
は
、
遠
方
か
ら
の
目
視
、
住
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
情
報
も
調
査
員
に
伝
え
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
年
度
別
の
伐
採
数
と
処
理
方
法
は
。

　
　
　
令
和
元
年
度
が
32
本
、
令
和
２
年
度
が
72
本
、

　
　
令
和
３
年
度
34
本
、
令
和
４
年
度
は
72
本
、
今

年
度
は
112
㎥
の
予
定
で
あ
る
。
処
理
方
法
は
、
玉
切

り
し
た
幹
と
枝
を
ま
と
め
て
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
く

ん
蒸
処
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
で
は
、
５
月
末
ま
で

　
　
に
く
ん
蒸
処
理
を
厳
守
と
あ
る
。
今
年
度
は
時

期
が
守
ら
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。
 

　
　
　
被
害
対
策
に
は
、
県
補
助
金
を
活
用
し
て
い

　
　
る
が
、
林
務
関
係
の
補
助
金
が
今
年
度
か
ら
一

本
化
さ
れ
た
。
今
年
度
は
そ
の
影
響
で
、
県
の
事
業

着
手
許
可
が
例
年
と
比
べ
て
遅
れ
、
着
手
が
６
月
か

ら
と
な
っ
た
。

　
　
　
村
で
は
、
松
枯
れ
の
本
数
が
増
え
て
い
る
が
、

　
　
そ
の
原
因
は
何
か
。

　
　
　
長
野
県
は
こ
こ
数
年
、
被
害
量
が
全
国
１
位

　
　
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
松
本
地
域
は
被

害
量
の
半
分
を
占

め
て
い
る
。
以
前

は
、
標
高
800
ｍ
以

上
に
は
発
生
が
見

ら
れ
な
い
と
い
っ

た
話
も
あ
っ
た
が
、

最
近
は
そ
れ
以
上

の
標
高
で
も
見
ら

れ
、
気
候
の
温
暖

化
な
ど
も
影
響
し

て
い
る
。

　
　
　
各
種
募
金
や
寄
付
金

　
　
な
ど
の
納
金
や
協
力
要

請
は
、
多
年
に
わ
た
り
連
絡

班
組
織
に
委
任
す
る
形
態
が

続
い
て
い
た
。
本
年
よ
り
、

個
人
単
位
で
の
判
断
に
よ
る
方
法
に
舵
を
切
っ
た
が
、

本
年
度
の
納
金
集
計
結
果
は
。

　
　
　
予
想
は
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
募
金
・

　
　
会
費
な
ど
は
大
き
く
減
収
と
な
っ
た
。

　
　
　
納
金
集
計
結
果
を
伺
う
。

大月民夫議員

　
　
　
共
同
募
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
近
年
集
金
方

　
　
法
に
関
わ
る
問
題
点
が
、
新
聞
等
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
自
治
会
に

集
め
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
自

ら
協
力
者
を
募
り
、
自
発
的
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ベ
ー
ス
で
行
な
う
こ
と
を
目
指
す
べ
き
と
思
う
。

自
治
会
を
使
っ
て
の
募
金
等
は
、
個
人
の
思
想
信
条

の
自
由
を
抑
圧
す
る
要
素
が
あ
り
、
違
法
だ
と
す
る

判
決
も
出
て
い
る
。

　
　
　
支
え
合
い
活
動
の
根
幹
と
も
い
え
る
募
金
・

　
　
寄
付
活
動
が
、
気
持
ち
よ
く
小
規
模
で
も
活
発

に
推
進
で
き
る
方
法
は
。

　
　
　
社
会
全
体
の
意
識
改
革
も
必
要
だ
が
、
強
制

　
　
に
な
ら
な
い
自
主
的
な
寄
付
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

に
お
い
て
も
、
現
状
を
よ
く
理
解
し
た
発
信
を
お
願

い
し
、
方
法
は
十
分
協
議
を
願
い
た
い
。

　
そ
の
他
、
自

衛
官
募
集
対
象

者
情
報
提
供
の

対
応
実
態
と
今

後
の
展
望
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

伐採木のくん蒸処理

赤い羽根共同募金

強
制
に
な
ら
な
い
、自
主
的
な
寄
付
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

村長個
人
判
断
に
よ
る「
募
金・寄
付
金
」等
納
入
方
法
の
検
証
は

上條倫司議員

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、被
害
対
策
を
行
な
っ
て
い
る

村長山
形
村
の
山
は
松
枯
れ
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
か

　
　
　
村
職
員
の
育
成
に
あ

　
　
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

働
き
か
け
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
令
和
３
年
度
よ
り
組

　
　
織
活
性
化
の
た
め
に
、

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は

「
組
織
の
一
体
感
の
欠
如
」
や
「
心
理
的
安
全
性
」

「
や
り
が
い
の
乏
し
さ
」「
組
織
に
対
す
る
不
満
」

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
不
満
を
取
り
除
き

な
が
ら
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
明
る
く
風
通
し
の
良
い

職
場
に
し
た
い
。
村
の
第
６
次
総
合
計
画
に
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
や
ま
が
た
」
と
あ
る
と
お
り
、
職
員
採
用

に
あ
た
っ
て
は
、
何
事
に
も
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
気
概
が
あ
る
方
に
応
募
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
専
門
技
術
を
持
っ
た
職
員
の
採
用
や
、
固
定

　
　
職
な
ど
の
考
え
は
（
例
え
ば
土
木
技
術
者
な

ど
）。

　
　
　
当
村
の
よ
う
な
小
さ
な
自
治
体
で
は
、
限
ら

　
　
れ
た
職
員
数
の
中
で
専
門
性
を
極
め
る
よ
り
も
、

行
政
一
般
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
職
員
を
育
て
た
い
。

　
　
　
村
長
と
し
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
声
掛
け

　
　
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
行
政
は
、
課
や
係
が
組
織
と
し
て
仕
事
を
し

　
　
て
い
る
の
で
、
村
長
自
ら
声
を
掛
け
る
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　
　
　
事
故
発
生
時
の
対
応

　
　
は
適
切
だ
っ
た
か
。

　
　
　
適
切
な
対
応
が
で
き

　
　
て
い
な
い
部
分
も
あ
っ

た
。
事
故
後
、
新
た
に
２
つ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
園
内
で
共
有
し
実
践
し

て
い
る
。

　
　
　
事
故
発
生
時
の
見
守
り
の
配
置
と
、
マ
ニ
ュ

　
　
ア
ル
は
適
切
だ
っ
た
か
。

　
　
　
固
定
遊
具
に
は
保
育
士
を
必
ず
配
置
す
る
な

　
　
ど
の
ル
ー
ル
は
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
や
動
き
に
合
わ
せ
て
保
育
士
が
移
動
す
る
際
、
保

育
士
同
士
の
連
携
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
課

題
の
１
つ
だ
と
思
う
。

　
　
　
保
育
園
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
主
体
性
保

　
　
育
」
と
は
。

　
　
　
社
会
性
や
、
集
団
で
生
活
し
て
い
く
上
で
の

　
　
ル
―
ル
の
基
に
、
大
人
に
主
導
さ
れ
た
生
活
で

な
く
、
子
ど
も
自
ら
の
興
味
・
関
心
に
保
育
士
が
願

い
を
持
っ
て
寄
り
添
い
、
子
ど
も
自
身
が
主
人
公
と

な
る
生
活
を
営
む
こ
と
を
大
事
に
す
る
保
育
で
あ
る
。

一般
企
業
の
離
職
率
と
比
較
す
る
と
、そ
れ
程
多
い
と
は
思
わ
な
い

村長過
去
４
年
間
、村
職
員
の
退
職
者
数
は
14
名
だ
が
多
い
と
思
う
か

小林幸司議員

　
そ
の
他
、
複
合
施
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

　
　
　
保
育
士
・
職
員
の
人
員
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

　
　
て
い
る
の
か
。

　
　
　
正
規
の

　
　
保
育
士
13

名
、
任
用
職
員

の
保
育
士
24
名
、

派
遣
の
保
育
士

１
名
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス

は
、
国
の
配
置

基
準
を
満
た
し

て
い
る
。

マ
ニュア
ル
や
ル
ー
ル
の
再
確
認
を
行
な
っ
た

教育長山
形
保
育
園
事
故
防
止
の
た
め
の
改
善
は

春日　仁議員
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10
月
17
・
18
日
の
両
日
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
と
福

祉
文
教
常
任
委
員
会
は
、
４
年
ぶ
り
の
行
政
視
察
を
合
同

で
行
な
っ
た
。

　
今
回
の
視
察
場
所
は
、
次
の
と
お
り
。

①
茨
城
県
の
八
千
代
町
と
取
手
市
両
議
会

②
八
千
代
町
の
農
業
へ
の
取
り
組
み

③
紙
お
む
つ
の
分
別
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
千
葉
県
松
戸
市
の
㈱
サ
ム
ズ

　
八
千
代
町
議
会
と
取
手
市
議
会
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

本
格
導
入
し
て
、
経
費
削
減
や
効
率
化
の
面
で
大
き
な
効

果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
山
形
村
議
会
は
、「
開
か
れ
た
議
会
」「
身
近
な
議
会
」

を
旗
印
に
、
議
会
改
革
に
踏
み
出
し
、
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、「
村
民
と
議
会
の
懇
談
会
」
開
催
、「
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
」
導
入
、「
一
般
質
問
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
配
信
を

行
な
い
、
現
在
は
、
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
は
、
非
常
に
有
益
で
有
意

義
で
あ
っ
た
が
、
導
入
に
際
し
て
は
他
議
会
の
物
ま
ね
で

な
く
、
山
形
村
議
会
に
合
っ
た
も
の
を
、
目
的
や
費
用

対
効
果
な
ど
を
含
め
た

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
議

員
の
な
り
手
不
足
は
深

刻
で
、
山
形
村
も
対
岸

の
火
事
で
片
付
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
取

手
市
議
会
は
、
女
性
が

立
候
補
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
実
践
し
て
お

り
、
山
形
村
議
会
も
な

常任委員会行政視察報告

り
手
不
足
解
消
に
向
け

て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
八
千
代
町
の
農
業
は
、

肥
沃
な
土
壌
と
温
暖
な

気
候
、
首
都
圏
域
に
隣

接
し
て
い
る
立
地
条
件

も
あ
り
、
生
鮮
食
料
供

給
基
地
と
し
て
の
地
位

を
確
立
。
さ
ら
に
、
計

画
的
な
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
が
、
農
業
経
営

者
を
支
え
て
い
る
。
し

か
し
、
遊
休
農
地
拡
大
な
ど
当
村
と
同
じ
課
題
も
抱
え
て

い
る
。

　
最
後
に
、
紙
お
む
つ
の
分
別
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
化
を

現
地
視
察
し
た
。
紙
お
む
つ
は
、
高
齢
化
に
伴
い
そ
の
排

出
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
環
境

へ
の
配
慮
か
ら
循
環
型
社
会
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

故
、
環
境
負
荷
を
軽
減
し
、
パ
ル
プ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

汚
泥
に
分
別
処
理
を
す
る
㈱
サ
ム
ズ
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
地
域

の
理
解
と
実
情
に

合
っ
た
回
収
運
搬

を
含
め
た
、
シ
ス

テ
ム
構
築
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

（
小
出
　
敏
裕
）

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会

　
11
月
６
日
、
麻
績
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
交
流
会
は
、
東
筑
摩
郡
５
村
の
議
会
議
員
が
、

研
修
や
施
設
見
学
な
ど
を
と
お
し
て
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
こ
ど
も
プ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
相
談
役
の
栁
澤
秋

孝
氏
に
よ
る
「
今
、
子
ど
も
教
育
に
必
要
な
こ
と
は
」
と

題
し
た
講
演
を
拝
聴
し
た
。
し
っ
か
り
と
体
を
動
か
す
こ

と
で
心
身
は
健
や
か
に
成
長
す
る
。
先
人
は
、「
よ
く
学

び
、
よ
く
遊
べ
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
先
人
の
教
え
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

　
研
修
の
あ
と
、
国
重
要
文
化
財

の
麻
績
村
文
化
財
（
神
明
宮
）
見

学
を
行
な
い
、
山
崎
洋
文
宮
司
か

ら
由
来
と
歴
史
の
説
明
を
受
け
た
。

神
明
宮
は
、
平
安
朝
の
こ
ろ
、
伊

勢
神
宮
の
御
領
地
、
麻
績
御
厨
の

守
護
神
と
し
て
直
接
内
宮
に
勧
請

し
分
社
さ
れ
た
も
の
。

（
麻
績
神
明
宮
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）（
小
出
　
敏
裕
）

山
形
サ
イ
レ
ン
の
継
続
決
ま
る

　
議
会
定
例
会
の
最
終
日
、
村
長
は
閉
会
挨
拶
で
山
形
サ

イ
レ
ン
（
通
称
ボ
ー
）
継
続
の
方
針
を
示
し
た
。

　
賛
否
両
論
に
配
慮
し
、
１
日
２
回
は
変
え
な
い
が
、
吹

鳴
時
間
は
36
秒
か
ら
24
秒
に
短
縮
さ
れ
る
。

　議会モニター制度が発足して早いもので半年が過ぎようとしています。モニターの皆様には、
YouTubeなど様々な媒体をとおして、議会活動に関心を持っていただき感謝しております。
　去る10月３日、第２回モニター会議が開催され、モニターの皆様から貴重なご意見・ご提言を
いただきました。内容は議会や議員が共有し、今後の議会活動に生かしたいと考えます。
　なお、現在は４名の議会モニターが活動していますが、より多くのご意見をいただくことを願
い、引き続き議会モニターの募集を行なっておりますので、是非ご応募くださいますようご案内
します。なお、令和６年１月10日に第３回議会モニター会議を予定しております。

（大池　俊子）

第２回議会モニター会議開催第２回議会モニター会議開催

頂戴したご意見の一部です

・意図が分からない質問があり気になった。
・ＤＸなど新しくすごく楽しみな取り組みはわくわくするが、今後の管理
のあり方や予算付けなどに疑問が残る。
・議会モニターに参加して、多くの知見が得られてありがたかった。
・消防団の詰め所隣に住んでいるが、勧誘や役場からの案内もないのはど
うしたものか？
・長野県と沖縄県の交流連携の話、実現すれば素晴らしい。
・サイレンは、廃止・継続だけでなく議論の継続が必要では？

・議員はいろいろ研究して質問しているが、村長の答弁はネガティブでは。
・村道除草について、自主財源が無いならば自主財源を増やせるような施策
が欲しい。

・議会モニターとして意見を出し、議会を見てみたい。
・質問した内容が本当に行なわれたか、検討が必要と思う。

委員長挨拶 全体会議

分科会の様子

吉祥草

あなたが主役です!!
議会モニター募集中

皆様の貴重な声を議会に届けてください。
山形村議会は応募をお待ちしています。



８９

　
10
月
17
・
18
日
の
両
日
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
と
福

祉
文
教
常
任
委
員
会
は
、
４
年
ぶ
り
の
行
政
視
察
を
合
同

で
行
な
っ
た
。

　
今
回
の
視
察
場
所
は
、
次
の
と
お
り
。

①
茨
城
県
の
八
千
代
町
と
取
手
市
両
議
会

②
八
千
代
町
の
農
業
へ
の
取
り
組
み

③
紙
お
む
つ
の
分
別
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
千
葉
県
松
戸
市
の
㈱
サ
ム
ズ

　
八
千
代
町
議
会
と
取
手
市
議
会
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

本
格
導
入
し
て
、
経
費
削
減
や
効
率
化
の
面
で
大
き
な
効

果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
山
形
村
議
会
は
、「
開
か
れ
た
議
会
」「
身
近
な
議
会
」

を
旗
印
に
、
議
会
改
革
に
踏
み
出
し
、
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、「
村
民
と
議
会
の
懇
談
会
」
開
催
、「
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
」
導
入
、「
一
般
質
問
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
配
信
を

行
な
い
、
現
在
は
、
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。
今
回
の
視
察
は
、
非
常
に
有
益
で
有
意

義
で
あ
っ
た
が
、
導
入
に
際
し
て
は
他
議
会
の
物
ま
ね
で

な
く
、
山
形
村
議
会
に
合
っ
た
も
の
を
、
目
的
や
費
用

対
効
果
な
ど
を
含
め
た

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
議

員
の
な
り
手
不
足
は
深

刻
で
、
山
形
村
も
対
岸

の
火
事
で
片
付
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
取

手
市
議
会
は
、
女
性
が

立
候
補
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
実
践
し
て
お

り
、
山
形
村
議
会
も
な

常任委員会行政視察報告

り
手
不
足
解
消
に
向
け

て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
八
千
代
町
の
農
業
は
、

肥
沃
な
土
壌
と
温
暖
な

気
候
、
首
都
圏
域
に
隣

接
し
て
い
る
立
地
条
件

も
あ
り
、
生
鮮
食
料
供

給
基
地
と
し
て
の
地
位

を
確
立
。
さ
ら
に
、
計

画
的
な
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
が
、
農
業
経
営

者
を
支
え
て
い
る
。
し

か
し
、
遊
休
農
地
拡
大
な
ど
当
村
と
同
じ
課
題
も
抱
え
て

い
る
。

　
最
後
に
、
紙
お
む
つ
の
分
別
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
化
を

現
地
視
察
し
た
。
紙
お
む
つ
は
、
高
齢
化
に
伴
い
そ
の
排

出
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
環
境

へ
の
配
慮
か
ら
循
環
型
社
会
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

故
、
環
境
負
荷
を
軽
減
し
、
パ
ル
プ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

汚
泥
に
分
別
処
理
を
す
る
㈱
サ
ム
ズ
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
地
域

の
理
解
と
実
情
に

合
っ
た
回
収
運
搬

を
含
め
た
、
シ
ス

テ
ム
構
築
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

（
小
出
　
敏
裕
）

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会

　
11
月
６
日
、
麻
績
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
交
流
会
は
、
東
筑
摩
郡
５
村
の
議
会
議
員
が
、

研
修
や
施
設
見
学
な
ど
を
と
お
し
て
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
こ
ど
も
プ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
相
談
役
の
栁
澤
秋

孝
氏
に
よ
る
「
今
、
子
ど
も
教
育
に
必
要
な
こ
と
は
」
と

題
し
た
講
演
を
拝
聴
し
た
。
し
っ
か
り
と
体
を
動
か
す
こ

と
で
心
身
は
健
や
か
に
成
長
す
る
。
先
人
は
、「
よ
く
学

び
、
よ
く
遊
べ
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
先
人
の
教
え
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

　
研
修
の
あ
と
、
国
重
要
文
化
財

の
麻
績
村
文
化
財
（
神
明
宮
）
見

学
を
行
な
い
、
山
崎
洋
文
宮
司
か

ら
由
来
と
歴
史
の
説
明
を
受
け
た
。

神
明
宮
は
、
平
安
朝
の
こ
ろ
、
伊

勢
神
宮
の
御
領
地
、
麻
績
御
厨
の

守
護
神
と
し
て
直
接
内
宮
に
勧
請

し
分
社
さ
れ
た
も
の
。

（
麻
績
神
明
宮
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）（
小
出
　
敏
裕
）

山
形
サ
イ
レ
ン
の
継
続
決
ま
る

　
議
会
定
例
会
の
最
終
日
、
村
長
は
閉
会
挨
拶
で
山
形
サ

イ
レ
ン
（
通
称
ボ
ー
）
継
続
の
方
針
を
示
し
た
。

　
賛
否
両
論
に
配
慮
し
、
１
日
２
回
は
変
え
な
い
が
、
吹

鳴
時
間
は
36
秒
か
ら
24
秒
に
短
縮
さ
れ
る
。

　議会モニター制度が発足して早いもので半年が過ぎようとしています。モニターの皆様には、
YouTubeなど様々な媒体をとおして、議会活動に関心を持っていただき感謝しております。
　去る10月３日、第２回モニター会議が開催され、モニターの皆様から貴重なご意見・ご提言を
いただきました。内容は議会や議員が共有し、今後の議会活動に生かしたいと考えます。
　なお、現在は４名の議会モニターが活動していますが、より多くのご意見をいただくことを願
い、引き続き議会モニターの募集を行なっておりますので、是非ご応募くださいますようご案内
します。なお、令和６年１月10日に第３回議会モニター会議を予定しております。

（大池　俊子）

第２回議会モニター会議開催第２回議会モニター会議開催

頂戴したご意見の一部です

・意図が分からない質問があり気になった。
・ＤＸなど新しくすごく楽しみな取り組みはわくわくするが、今後の管理
のあり方や予算付けなどに疑問が残る。
・議会モニターに参加して、多くの知見が得られてありがたかった。
・消防団の詰め所隣に住んでいるが、勧誘や役場からの案内もないのはど
うしたものか？
・長野県と沖縄県の交流連携の話、実現すれば素晴らしい。
・サイレンは、廃止・継続だけでなく議論の継続が必要では？

・議員はいろいろ研究して質問しているが、村長の答弁はネガティブでは。
・村道除草について、自主財源が無いならば自主財源を増やせるような施策
が欲しい。
・議会モニターとして意見を出し、議会を見てみたい。
・質問した内容が本当に行なわれたか、検討が必要と思う。

委員長挨拶 全体会議

分科会の様子

吉祥草

あなたが主役です!!
議会モニター募集中

皆様の貴重な声を議会に届けてください。
山形村議会は応募をお待ちしています。



　
発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
　
大
月
　
民
夫

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
小
出
　
敏
裕

副
委
員
長
　
　
大
池
　
俊
子

委
　
　
員
　
　
竹
野
入
恒
夫

委
　
　
員
　
　
百
瀬
　
昇
一

委
　
　
員
　
　
三
澤
　
一
男

《
10
月
》

３
日
　
第
２
回
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議

11
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

13
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
18
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

17
・
18
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
・
福
祉
文
教
常

任
委
員
会
合
同
行
政
視
察

17
日
　
茨
城
県
八
千
代
町
議
会

18
日
　
茨
城
県
取
手
市
議
会

　
　
　
千
葉
県
松
戸
市
　
㈱
サ
ム
ズ

19
日
　
緊
急
臨
時
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
保
育
園
事
故
に
つ
い
て
報
告

《
11
月
》

６
日
　
総
務
産
業
・
福
祉
文
教
合
同
の
常
任
委
員
会

　
　
　
保
育
園
事
故
保
護
者
説
明
会
の
議
会
報
告

　
　
　
東
筑
摩
郡
議
会
議
員
交
流
会
　
麻
績
村

８
日
　
松
本
市
・
山
形
村
・
朝
日
村
中
学
校
組
合
議

会

　
　
　
11
月
定
例
会

14
日
　
議
会
全
員
協
議
会

28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
令
和
５
年
第
４
回
山
形
村
議
会
定
例
会
開
会

《
12
月
》

６
日
　
一
般
質
問

７
日
　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
第
19
回
議
会
改
革
推
進
検
討
特
別
委
員
会

11
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

12
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

14
日
　
令
和
５
年
第
４
回
山
形
村
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
　
議
会
全
員
協
議
会

20
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
山
形
村
三
団
体
懇
談
会
　

　
　
　
　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

26
日
　
令
和
５
年
第
１
回
山
形
村
議
会
臨
時
会

議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌

　
世
界
の
多
く
の
方
を
悩
ま
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
、
令
和
５
年
５
月
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
じ
、「
５
類
感
染
症
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
政
府
は
外
出
自
粛
を
要
請
す
る
こ

と
な
く
、
感
染
症
対
策
は
個
人
や
事
業
者
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
ま
し
た

が
、
ウ
イ
ル
ス
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
冬
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
の
流
行
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
第
４
回
定
例
会
開
会
前
の
11
月
30
日
、
村
議

会
議
長
の
百
瀬
章
さ
ん
が
、
出
張
中
の
東
京
で
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。
議
会
改
革
の
先
頭
に
立
ち
邁
進
さ
れ

て
い
た
氏
の
無
念
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
哀
悼
の
念

を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　
村
議
会
も
氏
の
志
半
ば
の
改
革

を
さ
ら
に
進
め
、
本
年
が
、
村
民

の
皆
様
と
と
も
に
さ
ら
な
る
発
展

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
三
澤
　
一
男
）

編
集
後
記

編
集
後
記

山形村の虹

センリョウ

　
去
る
令
和
５
年
11
月
30
日
に
、
百
瀬
前
議
長
が
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

　
百
瀬
前
議
長
は
、
11
月
28
日
に
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で
も
あ
る

県
道
新
田
松
本
線
の
村
内
部
分
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
早
期
の
完
了

を
願
い
、
関
係
国
会
議
員
の
下
へ
東
筑
摩
郡
各
議
会
議
長
と
と
も
に

要
請
行
動
の
た
め
東
京
に
出
張
さ
れ
て
い
る
な
か
、
夕
刻
に
体
調
不

良
を
訴
え
都
内
の
病
院
に
入
院
さ
れ
ま
し
た
が
、
11
月
30
日
に
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。

　
百
瀬
前
議
長
は
、
令
和
４
年
３
月
に
行
わ
れ
た
村
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
、
新
た
な
立
候
補
者
が
無
く
、
そ
れ
ま
で
の
議
員
12
人
が

無
投
票
で
再
選
さ
れ
た
と
い
う
、
か
つ
て
無
い
状
況
に
な
り
、
議
会

改
革
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら

議
長
に
就
任
さ
れ
、
村
民
目
線
で
山
形
村
発
展
の
た
め
に
先
頭
に
立

っ
て
働
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
議
会
活
動
の
情
報
発
信
な
ど
、
改
革
の
動
き
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
の
な

か
の
ご
逝
去
は
、
ど
れ
だ
け
無
念
だ
っ
た
か
と
思
う
と
胸
が
痛
み
ま

す
。

　
残
さ
れ
た
議
員
一
同
で
、
百
瀬
前
議
長
の
思
い
を
達
成
で
き
る
よ

う
に
、
引
き
続
き
議
会
改
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
副
議
長
　
新
居
　
禎
三
）

百
瀬 

章
前
議
長
の
ご
逝
去
を

　

悼
み
ま
す
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